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     それは良いビタミンＣ、良いコラーゲン、良い血液循環で作られます。 

     食物由来の十分なビタミンＣが完全なコラーゲンを作り、毛細血管と 

     動静脈吻合が正常に働く血液循環によって美しい肌が作られます。 

 

  コラーゲンとは   

１．皮膚の７０％を占める。 

２．骨、軟骨、腱、靱帯を作る。 

３．血管、内臓の皮膜を作る。 

４．歯、髪、筋肉の中にも存在する。 

５．体液中の液体成分の一つとして存在する。 

 

   壊血病とビタミンＣ    

 １５世紀ヨーロッパで大航海時代が始まり、長期航海で壊血病が多発するようになり

ました。バスコ・ダ・ガマの１０ヶ月の航海では、１６０人中１００人が、イギリスの

Ｊ・アンソン提督が率いた６隻の艦隊は半年の航海で６００人中３００人が壊血病で亡

くなっています。症状は情緒不安定、無気力、筋肉が落ち歯肉に潰瘍ができ、歯が抜け

全身に出血します。新鮮な野菜、果物を摂ると病気が治りました。つまりビタミンＣが

壊血病を治したのです。 

 

 ビタミンＣがないと、コラーゲンはできない  

 コラーゲンはらせん状に絡みあった蛋白線維ですが、ビタミンＣが不足すると線維の

絡みが乱れて、組織が壊れます。皮膚を始め、体の全てはコラーゲンでできていますか 

ら、ビタミンＣが十分でないと、体の全てが不完全なものとなってしまう訳です。創口 

 

美 し い 肌 は ど う し て 作 ら れ る ？ 



を作った場合、創口を修復する基礎物質も線維芽細胞も所在していても、ビタミンＣが

ないとコラーゲンが生成されず、創口は治らないのです。 

 

   ビタミンＣの代謝    

 人体に於けるビタミンＣの分布状態は、その多さの序列で次のようになります。 

１．脳下垂体 ２．黄体 ３．副腎 ４．胸腺 ５．肝 ６．脳 ７．睾丸 ８．卵巣

９．脾 １０．甲状腺 １１．膵臓 １２．唾液腺 １３．肺 １４．腎 １５．腸壁

１６．心臓 １７．筋肉 １８．脊髄液 １９．血液 

 代謝作用の旺盛な組織程含有量が多く、器管の活動中はＣの含有量は高く、萎縮時は

低くなっています。一般に肉体労働やスポーツはＣの消耗を著しく高めます。Ｃが欠乏

すると妊婦の場合卵巣に変性を来し、流産したり産後の回復がはかばかしくなかったり

虚弱児出産の確率が高くなったりします。 

 

   ビタミンＣと免疫性    

 多少の差はあっても体の全てはコラーゲンによってできています。病原菌を食べるマ

クロファージやリンパ球等もコラーゲンでできています。十分な良いＣがあれば十分な

白血球もできるということです。又、血管や内臓の皮膜もすき間なく作られ、壁がしっ

かりしているため病原菌は侵入できません。ビタミンＣは細菌を直接殺したり増殖を抑

える働きもあると言われています。故にインフルエンザに対する免疫力になります。 

 

  生野菜青汁と柿の葉茶   

 西式健康法では自然の食物からのビタミンＣだけを勧めています。人工のＣ剤を大量

に摂取すると体内で無機蓚酸となり、カルシウムと結合して蓚酸石灰を作り、結石の原

因となってしまうからです。西勝造先生は日本で安価に豊富にＣが摂れる物を探して柿

の葉に到達しました。作り方は難しいですが、きちんと作れば豊富なＣがとれます。生

野菜青汁は健康食であり、場合によっては難病を治す究極の治療食となります。 

 

   タバコとビタミンＣ    

 ビタミンＣはストレスに対して、消耗が激しいのです。タバコのためＣは多量に消耗

されます。その分Ｃは他の働きができず、体力が弱まり、Ｃ不足の問題が生じます。 

 


